
第8回都留市地域クラブ活動推進協議会資料

報告1 地域クラブ活動への展開の取組状況について

報告2 地域クラブ活動指導者研修会（R7.7.23)より

議事1 都留市地域クラブ活動規約の変更について

議事2 今後の地域クラブ活動の体制整備について

議事3 来年度新入生への対応について

議事4 その他

令和7年10月27日（月） 16：30～

於：教育プラザ都留 本館大研修室
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報告１ 地域クラブ活動への展開の取組状況について

現在６種目の地域クラブ活動を実施している。

市内中学校で実施されている部活動のうちで、地域クラブ
活動への展開がまだ行われていない部活動は、

運動部４種目：軟式野球・弓道・相撲・バスケットボール

文化部１活動：吹奏楽（音楽）
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○軟式野球

・部活動指導員をされている方に指導者を依頼し、了承を得ている。

・都留市野球連盟の方にも指導者の組織に入っていただくよう検討中である。

・現在部員は４名しかいないが、今年度中の地域クラブ活動開始をめざし、
体制整備を進める。

・新人大会後の活動についての方向性が未定であることが課題である。

○弓道

・都留文科大学弓道部に指導者を依頼し、了承を得ている。

・練習会場は都留第二中学校弓道場、月２回の実施を予定している。

・来年４月から地域クラブ活動の開始をめざし、体制整備を進める。

・課題として、弓道場や部室の鍵の管理や大会参加の方法などがある。

報告１ 地域クラブ活動への展開の取組状況について
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○相撲

・現在相撲関係者と連携し、体制整備を進めている。

・練習は都留興譲館高校と一緒に行うことを予定している。

・練習会場は原則都留興譲館高校相撲場を想定している。

・大会参加方法などは課題である。

○バスケットボール

・指導者の中心となる方の目途が立っていないため、実施主体の体制整備が
進んでいない。

・市内外に強化を目的としているクラブチームが複数あり、そこに所属して

いる生徒もいる。

報告１ 地域クラブ活動への展開の取組状況について
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都留市地域クラブ活動の種目・活動を拡大する上で、

共通の課題は、大会・コンクール等への参加・引率ができない

報告１ 地域クラブ活動への展開の取組状況について

○吹奏楽

・市内吹奏楽団体に指導者を依頼し、了承を得ている。

・練習会場や大きな楽器の保管場所は教育プラザ都留を想定している。

・指導者からコンクールへの参加・引率はできないとの意向があり、コン

クールへの参加方法が課題である。
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報告２ 地域クラブ活動指導者研修会より

○R7.7.23 地域クラブ活動指導者研修会を実施した。

・地域クラブ活動指導者代表（陸上・ソフトテニス・バレー
ボール・剣道・ラグビー）と中学校コーディネーター（都留
第一中・東桂中）が出席した

・卓球指導者と都留二中コーディネーターは欠席

・内容

①「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行

会議」最終とりまとめ（R7.5.16)についての説明

講師：山梨県 保健体育課 学校体育担当

②地域クラブ活動と中学校との情報交換
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報告２ 地域クラブ活動指導者研修会より

○地域クラブ活動指導者から県担当者への質問・意見

・市町村により地域展開の推進状況に地域格差があるように感
じるが、県として格差解消の取組や今後の体制整備をどのよう
に進めていこうと考えているか。

・中学校との連携に課題を感じる。先生方への理解をどのよう
に進めるのか。

・指導者・関係団体等への周知が不足している。各協会やスポ
少などの理解を深める取組を進めてほしい。

・地域クラブ活動に参加する生徒の意識が、「技能重視の生
徒」と「楽しみたい生徒」の二極化があり、指導の面で苦慮し
ている。
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報告２ 地域クラブ活動指導者研修会より

○地域クラブ活動と中学校との情報交換で出された意見

・地域クラブ活動の目的や意義、活動の様子などの情報発信が、まだ

不十分である。

・（部活動改革の当初の目的は、教員の働き方改革であったが）現在

の部活動改革の第一の目的は、子どもたちがスポーツ・文化芸術活動

に親しむ機会の確保であることをより一層周知する必要がある。

・子どもたちにとってより良い活動とするためには、地域クラブ活

動・中学校・関係団体等の連携強化をより一層図ることが大事である。

・生徒の多様なニーズに応えるため、レベル別等の体制を検討するこ

とが必要である。しかし、より多くの指導者を確保することが課題と

なる。



議事１ 都留市地域クラブ活動規約の変更について
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（変更の趣旨）

現行の都留市地域クラブ活動規約では、都留市地域クラブ活動への入会
手続や競技種目ごとに行っている個別地域クラブ活動への所属申請は、
所定の様式の申請書を提出することになっている。

参加希望者の申請手続の効率化を図るため、電子申請サービスの利用が
できるよう規約を変更した。

都留市地域クラブ活動規約
（規約の変更）
第16条 この規約を変更する際には、都留市地域クラブ活動推進協議会
で協議し、その内容を変更することができる。



議事１ 都留市地域クラブ活動規約の変更について
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（入会手続）

第５条 地域クラブ活動に入会を希望する者の保護者は、入会
申請書（様式１）に必要書類を添えて、運営主体に申請するも
のとする。

２ 運営主体は、前項の規定による申請があったときは、承認
の可否を審査する。

３ 運営主体は、入会を認める者の入会申請書の写しを教育委
員会に送る。

（個別地域クラブ活動への所属申請）

第６条 参加したい競技種目・活動がある会員は、希望する競
技種目・活動を行う個別の地域クラブ活動（以下「個別地域ク
ラブ活動」という）へ所属するものとする。

２ 個別地域クラブ活動への所属は、当該会員の保護者が、所
属登録申請書（様式２）に必要事項を添えて、個別地域クラブ
活動に申請するものとする。

３ 個別地域クラブ活動は、前項の規定による申請があったと
きは、別に定める個別地域クラブ活動の所属要件等に基づき、
承認の可否を審査する。

４ 個別地域クラブ活動は、入会を認める者の所属登録申請書
の写しを、教育委員会及び運営団体に送る。

（入会手続）
第５条 地域クラブ活動に入会を希望する者の保護者は、入会申請
書（様式１）に必要書類を添えて、運営主体に申請するものとす
る。

２ 運営主体は、前項の規定による申請があったときは、承認の可
否を審査する。

３ 運営主体は、入会を認める者の入会申請書の写しを教育委員会
に送る。

４ 第1項の規定による手続きは、所定の都留市電子申請サービスを
利用して行うことができる。

（個別地域クラブ活動への所属申請）
第６条 参加したい競技種目・活動がある会員は、希望する競技種
目・活動を行う個別の地域クラブ活動（以下「個別地域クラブ活
動」という）へ所属するものとする。

２ 個別地域クラブ活動への所属は、当該会員の保護者が、所属登
録申請書（様式２）に必要事項を添えて、個別地域クラブ活動に
申請するものとする。

３ 個別地域クラブ活動は、前項の規定による申請があったときは、
別に定める個別地域クラブ活動の所属要件等に基づき、承認の可
否を審査する。

４ 個別地域クラブ活動は、入会を認める者の所属登録申請書の写
しを、教育委員会及び運営団体に送る。

５ 第2項の規定による手続きは、所定の都留市電子申請サービスを
利用して行うことができる。

（現行） （変更案）赤字下線部を追加
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議事２ 今後の地域クラブ活動の体制整備について

報告を行った運動部４種目と文化部１活動については、体制
整備ができたところから地域クラブ活動に展開するよう取組
を進めたい。

現在体制整備を進める上で課題となることは、指導者の確保
と大会・コンクール等への参加方法、会費、広報などである。

指導者の確保については、広報での募集や県人材バンクの活
用、大学生への募集などを行っている。今後も進めていきた
い。

大会・コンクール等への参加方法については、小中体連専門
部や吹奏楽連盟などが決めた要項等にしたがって対応をする
ことになる。関係者等に協力を依頼し、生徒が不利益を被ら
ないようにしていきたい。
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議事２ 今後の地域クラブ活動の体制整備について

会費については、国ができるだけ早い時期に会費の目安を示
すことになっているので、その方針を受けて検討を進めてい
きたい。また、経済的に困窮する世帯の生徒への支援もあわ
せて検討していきたい。

広報について、地域クラブ活動の周知が保護者以外の地域の
方には十分に届いていない。特に、小学生やその保護者に地
域クラブ活動の理解を深めていただくことは大切であると思
う。今後新入生説明会での説明や新入生対象の体験会、市広
報での活動の紹介などに取り組み、情報発信を図っていきた
い。
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議事3 来年度新入生への対応について

今年4月に、地域クラブ活動（ソフトテニス）が、小中体
連主催大会に出場するための申請をする中で、次のような
課題が見つかりました。

現在の小中体連の規約では、地域クラブ活動として、小中
体連主催大会に出場するための登録を大会1カ月前までに
しなければならないことになっています。つまり、種目に
よっては、地域クラブ活動の参加者の確認と大会出場登録
を4月に行うことになります。（年度途中でのチーム変更
はできません）



14

議事3 来年度新入生への対応について

新入生が中学校に入学してから加入手続きを開始したのでは、
地域クラブ活動への参加を検討する期間が短く、判断するのが
難しいため、入学前に地域クラブ活動の理解を深める取組を行
いたい。

①新入生説明会の際に、地域クラブ活動の説明の時間をつくる。

②小学校に地域クラブ活動のチラシ等を配布し、掲示する。

③新入生を対象とした体験会を中学校入学前に計画・実施する。

④小中体連に対し、地域クラブ活動への登録等の手続きが余裕
をもって行えるように要望した。結果を待って、連絡を行う。
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